
事例 中学校音楽科 美濃地区（Ｓ中学校）

１ 題材について

対 象 学 年 中学校 第２学年

学習指導要領 第２学年及び第３学年の内容 Ｂ鑑賞（１）ア、ウ、エ

題 材 名 交響曲を味わう（全２時間）

【教材名】

鑑賞教材： 交響曲第５番ハ短調作品６７」「

題 材 目 標 ○交響曲第五番の構成要素が生み出す曲想の変化に関心をもち、オーケス

トラの豊かな響きや、動機の発展による楽曲構成のすばらしさを味わう

とともに、作曲者や楽曲の背景となる文化や歴史に関心をもち鑑賞する

ことができる。 （音楽への関心・意欲・態度）

○第５番の曲の構成 要素を理解し、それらが生み出す曲想の美しさを感

じ取るとともに、背景となる文化・歴史とかかわらせて総合的に感じ取

ることができる。 （音楽的な感受や表現の工夫）

○交響曲第５番を背景となる文化・歴史とかかわらせて総合的に聴くこと

ができる。 （鑑賞の能力）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画作成上の工夫

・一つの楽曲に対して、作曲者の想いや願い、曲の構成、楽器の特性を

生かした表現の仕方、時代背景などを理解し味わえるよう自己課題を

もって追究し、発表する場面を確保する。

（ ）○単位時間における工夫 音楽活動の基礎的な能力を伸ばす指導・援助等

・一人一人がより楽曲のイメージを広げた鑑賞をすることができるよ

う、作曲者と楽曲とのかかわりなど、一つの楽曲をとりまく要素をイ

ンターネットや図書館の本を活用して調べ、交流する場をもつ。
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２ 題材の評価規準

ア 音楽への関心・意欲・ イ 音楽的な感受や表現の エ 鑑賞の能力

態度 工夫

鑑賞 ○ ○ ○

内 音楽の構成要素・表現要 音楽の構成要素・表現要 音楽の構成要素・表現要素

容 素の働き及びそれらが生み 素を知覚し、それらが生み の働き、及びそれらが生み出

の 出す曲想の変化に関心をも 出す曲想や美しさを感じ取 す曲想の変化を聴き取り、楽

ま ち、意欲的に聴いている。 っている。 曲全体を味わって聴き取って

と いる。

ま 我が国の音楽及び世界の 我が国の音楽及び世界の

り 諸民族の音楽における楽器 諸民族の音楽における楽器 我が国の音楽及び世界の諸

ご の音色や奏法と歌唱表現の の音色や奏法と歌唱表現の 民族の音楽における楽器の音

と 特徴、それらによる音楽の 特徴を感じ取っている。 色や奏法と歌唱表現の特徴か

の 多様性、音楽の背景となる ら音楽の多様性を理解し、楽

評 文化・歴史と他の芸術との 音楽をその背景となる文 曲全体を聴き取っている。

価 かかわりなどに関心をもち 化・歴史及び他の芸術とか、

規 意欲的に聴いている。 かわらせて総合的に感じ取 音楽をその背景となる文化

準 っている。 ・歴史及び他の芸術とかかわ

らせ、楽曲全体を総合的に理

解し、聴き取っている。

交響曲第五番の構成要素 交響曲第５番の曲の構成 交響曲第５番を背景となる

題 が生み出す曲想の変化に関 要素を理解し、それらが生 文化・歴史とかかわらせて総

材 心をもち、オーケストラの み出す曲想の美しさを感じ 合的に聴いている。

の 豊かな響きや、動機の発展 取るとともに、背景となる

評 による楽曲構成のすばらし 文化・歴史とかかわらせて

価 さを味わうとともに、作曲 総合的に感じ取っている。

規 者や楽曲の背景となる文化

準 や歴史に関心をもち鑑賞し

ている。

、 、単 ①曲想に関心をもち動機リ ①主題が反復、変化、再現 ①作曲者や楽曲 文化や歴史

位 ズムがもつ緊張感から自 されていることから、曲 楽器について理解し、曲全

時 己のイメージを膨らませ 想を感じ取っている。 体を味わって聴いている。

間 ることに意欲的である。 鑑賞 （鑑賞）（ ）

に （鑑賞）

お

、 、け ②曲や作曲者 文化や歴史

、具る 楽器について関心をもち

体 調べることや説明するこ

の とに意欲的である。

評 （鑑賞）

価

規

準



３ 指導と評価の計画（全２時間）

時 教 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

材

１ 交 ○主題が反 ○第１主題、第２主題

響 復、変化、 を聴き旋律とそのイメ

曲 再現される ージを感じ取る。

第 様子に関心

五 をもち、ソ

、 、番 ナタ形式の 主題が反復 変化

ハ 働きから曲 再現される様子に注

短 想を感じ取 意して聴こう

調 ることがで 〈ア－①〉 ○学習カード ○イメージを

、作 きる。 ○第１楽章の感想を書 ○曲想に関心 ・曲に対する リズムや強弱

品 き、交流する。 をもち、動機 イメージをも 音色など音楽

のリズムがも とうとしてい の諸要素から67
つ緊張感から るか、発表や 感想をまとめ

自己のイメー 記述内容から るよう助言す

ジを膨らませ 評価する。 る。

ることに意欲

的である。

〈イ－①〉 ○学習カード ○主題の変化

○提示部・展開部・再 ○主題が反復 ・提示部、展 を旋律をピア、

現部を部分的に鑑賞す 変化、再現さ 開部、再現部 ノ等で弾いた

る。 れていること において、主 り、主題の演

から、曲想を 題が反復、変 奏部分を挙手

感じ取ってい 化、再現され で確認したり

○曲や作曲者及び当時 る。 ていることを して、反復、

の時代背景等について 感じ取ってい 変化、再現を

。興味・関心をもったこ るか記述内容 感じ取らせる

。とから個人課題を設定 から評価する

する。

２ 交 ○作曲者、 ○管弦楽の特徴や曲の

。響 交響曲第５ 構成について振り返る

本 曲 番等の楽曲

時 第 文化・歴史 曲や作曲者、当時

五 等から選ん の文化や歴史につい

番 だテーマに て調べたことを発表

ハ ついて、イ しよう。

短 ンターネッ

調 トや本等で ○休み時間や家庭等で

作 調べたりま パソコンや本を活用し

品 とめたりし て調べてまとめたポー

たことを発 トフォリオを準備し、67
表し、ベー 仲間の前で発表できる

トーヴェン よう練習する。

が第５番を



作曲した苦 ○課題追求で理解でき 〈ア－②〉 ○観察 ○自分の課題

労や時代背 たことを仲間に分かる ○曲や作曲者 ・自分の課題 にこだわり意、

景、生い立 ようにポートフォリオ 文化や歴史、 に対して何で 欲的に追究し

ち等の理解 を使って説明する。 楽器について どのように調 たり説明した

を深めたり 関心をもち、 べたのか、調 りするよさを、

交響曲につ 調べることや べたことを意 価値付け、他

いての関心 説明すること 欲的に説明し の生徒にその

。を高めたり に意欲的であ ようとしてい よさを広げる

することが る。 るかを、発表

できる。 の様子や内容

。から評価する

○学習してきたことを 〈エ－①〉 ○学習カード ○個人課題で

ふまえて曲を鑑賞し、 ○作曲者や楽 ・楽曲の背景 調べたことや

感想を書く。 曲、文化や歴 と結びつけて 仲間の発表を

史、楽器につ 楽曲全体を聴 聴いて学んだ

いて理解し、 き取っている ことを思い浮

曲全体を味わ か、学習カー かべながら鑑

って聴いてい ドの記述内容 賞するよう助

る。 から評価する 言する。。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

作曲者、交響曲第５番等の楽曲、文化・歴史等から選んだテーマについて、インターネット

や本等で調べたりまとめたりしたことを発表し、ベートーヴェンが第５番を作曲した苦労や時

代背景、生い立ち等の理解を深めたり、交響曲についての関心を高めたりすることができる。

（２）本時の位置

２／２時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ １ 前時の学習を振り返る。 ○音楽用語など分からな

か ・ソナタ形式 提示部 展開部 い語句や忘れているこ（ 、 、

む 再現部）や、曲が展開されて とについて援助する。

いく中での楽器の音色や役割

曲や作曲者、当時の文化や歴史について調べたことを発表しよう。

２ 休み時間にインターネットや ○取り掛かったが、自分

本を活用して調べてまとめたポ の課題についての説明

ートフォリオを準備し、発表で ができない生徒には、

きるように練習する。 仲間に分かりやすい発

表の仕方を工夫するよ

うに援助する。

／

高 ３ 課題追求で理解できたことを 〈ア－②〉 ○自分の課題にこだわり

め 仲間に分かるようにポートフォ ◎曲や作曲者、楽器や文化 意欲的に追究したり説

る リオを使って説明する。 について関心をもち、調 明したりするよさを価

・想像と真実の違い。 べることや説明すること 値付け、他の生徒にそ

・曲や作曲者について新たに発 に意欲的である。 のよさを広げる

見したこと。 ○観察

・当時の文化。 ・自分の課題に対して何で

どのように調べたのか、

調べたことを意欲的に説

、明しようとしているかを

発表の様子や内容から評

価する。

／

ま ４ 曲の構成や楽器の音色、作曲 ○個人課題で調べたこと

と 者の人物像、当時の歴史や文化 〈エ－①〉 や仲間の発表を聴いて

め を総合して曲を鑑賞し感想を書 ◎作曲者や楽曲、文化や歴 学んだことを思い浮か

る く。 史 楽器について理解し べながら鑑賞するよう、 、

曲全体を味わって聴いて 助言する。

いる。

○学習カード

・楽曲の背景と結び付けて

楽曲全体を聴き取ってい

るか、学習カードの記述

内容から評価する。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

評価規準（エ－① 〉）

◎作曲者や楽曲、文化や歴史、楽器について理解し、曲全体を味わって聴いている。

（２）評価の実際

評価の方法

○学習カード

・初めて曲を聴いたときと授業の終わりに書いた感想の記述内容から評価した。

具体的には「いい曲だ 「難しい曲だ」という最初の感想から、学習で理解できた内容」

（ 、 、 、 、 、 、 、 ）ソナタ形式 提示部 展開部 再現部 コーダ 作曲者の生い立ち 時代背景 楽器

、 。などの言葉や文章が使われ 具体的な内容が書けているかどうかという点から評価した

判断の事例

○Ｃと判断

・最後の感想も 「いい曲だ 「長かった」など、曲のもつ様々な要素を結び付けて感想、 」

を書くことができなかった生徒をＣとした。

○Ａと判断

・最初の感想は「重苦しい感じがするが、同じ曲でもなめらかな部分も感じられる」とい

う感想だった。学習を通した最後の感想で、曲の構成によって楽器の音色が変えられて

いること、ベートーヴェンの他の曲と比べこの曲が作曲者の全てではないこと、などを

書いていた生徒をＡとした。

（３）個に応じた指導の実際（Ｃと判断される状況への働きかけ）

○曲の構成について理解できず 「退屈だ 「つまらない」となかなか曲全体を集中して聴、 」

くことができない生徒に対して、交響曲で使われている管楽器の実物を何種類か触れさせ

た。そして 「その楽器がこの曲のどこに使われているのか 「どんな音色で演奏されて、 」

いるのか」などと問いかけたところ、興味をもって鑑賞する姿がみられた。授業外でも、

何回か音楽室に姿を見せたので、１フレーズ吹けるよう少し指導したら、さらに音色に興

味・関心をもち曲全体を聴くことができた。

○曲を聴いても「別になにも感じない」と答える生徒に対して、作曲者の他の曲はどのよう

なものがあるか調べてみるよう助言した。するとピアノソナタ「悲愴」第２楽章はビリー

ジョエルが歌詞を付けて歌っていることを知った。それが嬉しかったのか、ベートーヴェ

ンの生涯などを調べ、どんな時代だったのかなどを理解しようとする姿がみられた。その

生徒は、最初は「何も感じない」という感想を書いたが、学習の最後は、時代背景や曲全

体のことについて書いていた。


